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0.  報告日：2012年	
 8月	
 18日（金） 

1.参加期間と場所：2012年 7月 30日（月）～8月 4日（土）、大韓民国・釜山大学	
 

2.申請者と所属チーム	
 

資
料
作
成
者	
 

（所属、学年）	
 

所
属
チ
勖
ム	
 

（所属チーム名称）	
 

	
 

	
 

大分大学大学院工学研究科	
 

建設工学専攻博士前期課程 1年	
 

	
 C4_JO1 

（構成員氏名、大学、学年）※自身を含む全員	
 

（氏名）	
 	
 Yuki ISHIKAWA、大分大学、M2 
Masaru OKAMOTO、大分大学、M1 
Tatsuya NAKADA、九州大学、M1 	
 岡本	
 大	
 

3.感想と今後の抱負	
 

今回のWSは、建築を学ぶ日本・韓国・中国の３カ国の学生が集結し、設計課題に取り組
むというものである。その趣旨の通り、私は設計技術の向上や国際交流において一定の成

果を残す事ができたと感じている。先輩や他校の学生とグループを組むことにより、設計

のプロセスやアプローチの仕方について議論する事ができ、自らの設計技術の向上につな

がった。また、プレゼンテーションボード作成に際しては、3DCAD や photoshop など各種ソ

フトの技術を学ぶ事ができ、表現力の向上にもつながった。	
 

また、所属スタジオ内においてディスカッションを行ったのだが、他国の学生の設計のプ

ロセスやアプローチの方法の違いを感じる事ができた。また、英語において自分たちのプ

ランを伝えることは、英語力の向上になり、如何にして伝えるかと考える事はコミュニケ

ーション能力と表現力の向上へとつながった。５日間他国の学生と生活を共にする事で、

大いに国際交流ができた。	
 

一方で、今後の課題として「表現力」の向上が必要であると感じた。設計において、発表

やプレゼンテーションボードのなかで自分たちの考えを伝えきれないこと、交流において

相手の意見を聞き取れない、自分が言いたい事を伝えきれない事に非常に歯がゆさを感じ

た。今回の経験を踏まえ、設計技術や各種ソフトのスキルの更なる向上と、語学力の向上

が必要不可欠であると感じ、とくに語学力の向上は日頃の努力の積み重ねである事から、	
 

意識的に取り組んで行きたいと強く感じた。	
 

4.	
 提案作品	
 

タ
イ
ト
ル	
 

Activity Steps 

Make A Harmony 

（銅賞受賞）  

概
要	
 

今回の課題の対象敷地であるミルキーバレーは大学に残され

た山の地形や安らぎを感じる自然景観であり、釜山大学の敷

地を東西に貫いていて、大学の中を東西南北に横断する動線

と多様な接点を持っている。 
私たちの提案では、ミルキーバレーの立地的利点や残された

自然景観を生かして、周辺住民や学生たちが一同に集い、出

会いの場となるような空間とする。 
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5.	
 提案作品のパネル	
 

	
 

	
 


